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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2005年７月29日から2025年７月28日までです。 
運 用 方 針 この投資信託は、安定した配当等収益の確保と投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

主要投資対象 
当 フ ァ ン ド 新光日本インカム株式マザーファンド受益証券。 

新光日本インカム 
株式マザーファンド 

わが国の取引所上場株式（上場予定
を含みます。）、不動産投資信託証
券。 

運 用 方 法 
主として新光日本インカム株式マザーファンドへの投資を
通じて、予想配当利回りが高いと判断されるわが国の株式
ならびに不動産投資信託受益証券および不動産投資法人投
資証券に分散投資し、配当収益の確保と中長期的な値上が
り益の獲得を目指します。 

組 入 制 限 

当ファンドの新光 
日本インカム株式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 
組 入 上 限 比 率 

制限を設けません。 

新 光 日 本 イ ン カ ム 
株式マザーファンドの 
組 入 上 限 比 率 

株式への投資割合には制限を設けま
せん。不動産投資信託証券への投資
割合は、投資信託財産の純資産総額
の５％以下とします。 

分 配 方 針 

分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子・配当等収益と
売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。毎決算時
の分配金額は、利子・配当等収益相当額を基礎として、安
定的な収益分配を行うことを目指して決定します。ただ
し、分配対象額が少額の場合には、分配を行わないことが
あります。毎年１月および７月の決算時の分配金額は、基
準価額水準や市況動向等を勘案して、前記の分配金額のほ
か、分配対象額の範囲内で委託者が決定する額を付加して
分配する場合があります。留保益の運用については、特に
制限を設けず、運用の基本方針に基づいた運用を行いま
す。 

 
<運用報告書に関するお問い合わせ先> 
コールセンター：0120-104-694 
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。 
 
 
 東京都千代田区丸の内1-8-2 

http://www.am-one.co.jp/ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 運 用 報 告 書（全体版） 
  
 

 
  
 

受益者の皆さまへ 
 
 毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。 
 
 さて、「新光日本インカム株式ファ
ンド（３ヵ月決算型）」は、2020年７
月28日に第59期の決算を行いました。
ここに、運用経過等をご報告申し上げま
す。 
 
 今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。 
 

 

 

新光日本インカム株式ファンド（３ヵ月決算型）

 
  
 

第58期 ＜決算日 2020年４月28日＞ 
第59期 ＜決算日 2020年７月28日＞ 
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新光日本インカム株式ファンド（３ヵ月決算型） 
 
■最近５作成期の運用実績  
作 成 期 決  算  期 

基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)
株式組入 
比  率 

株式先物 
比  率 

投 資 信 託
受益証券、
投 資 証 券
組 入 比 率

純資産
総 額(分配落) 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
  円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円

第26作成期 50期（2018年５ 月１ 日） 11,497 30 △5.2 1,774.18 △5.7 97.0 1.9 － 5,611
51期（2018年７ 月30日） 11,144 30 △2.8 1,768.15 △0.3 97.3 － － 5,325

第27作成期 52期（2018年10月29日） 10,434 30 △6.1 1,589.56 △10.1 97.4 － － 4,899
53期（2019年１ 月28日） 10,077 30 △3.1 1,555.51 △2.1 97.7 － － 4,612

第28作成期 54期（2019年５ 月７ 日） 10,006 30 △0.4 1,599.84 2.8 96.6 2.1 － 4,493
55期（2019年７ 月29日） 9,842 30 △1.3 1,568.57 △2.0 97.9 0.7 － 4,368

第29作成期 56期（2019年10月28日） 10,322 30 5.2 1,648.43 5.1 96.7 2.2 － 4,513
57期（2020年１ 月28日） 10,378 30 0.8 1,692.28 2.7 98.3 0.4 － 4,435

第30作成期 58期（2020年４ 月28日） 8,300 30 △19.7 1,449.15 △14.4 96.4 2.5 － 3,483
59期（2020年７ 月28日） 8,517 30 3.0 1,569.12 8.3 98.2 0.9 － 3,522

 （注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託受益証券、投資証券組入比率」は実質比率

を記載しております。 
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注４）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。 

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
 
■過去６ヶ月間の基準価額と市況の推移  
決算期 年  月  日 

基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)
株式組入 
比  率 

株式先物 
比  率 

投 資 信 託
受益証券、
投 資 証 券
組 入 比 率

 騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

 （期 首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％
  2020  年 1  月 28 日 10,378 － 1,692.28 － 98.3 0.4 －
     1   月  末 10,394 0.2 1,684.44 △0.5 98.2 0.4 －

第58期     2   月  末 9,472 △8.7 1,510.87 △10.7 98.5 0.4 －
     3   月  末 8,282 △20.2 1,403.04 △17.1 96.8 2.0 －
 （期 末）   
  2020  年 4  月 28 日 8,330 △19.7 1,449.15 △14.4 96.4 2.5 －
 （期 首）   
  2020  年 4  月 28 日 8,300 － 1,449.15 － 96.4 2.5 －
     4   月  末 8,455 1.9 1,464.03 1.0 96.5 2.5 －

第59期     5   月  末 8,814 6.2 1,563.67 7.9 96.8 2.1 －
     6   月  末 8,612 3.8 1,558.77 7.6 97.2 1.3 －
 （期 末）   
  2020  年 7  月 28 日 8,547 3.0 1,569.12 8.3 98.2 0.9 －

 （注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託受益証券、投資証券組入比率」は実質比率

を記載しております。 
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■第58期～第59期の運用経過（2020年１月29日から2020年７月28日まで） 
  
基準価額等の推移 
 

第58期首 ： 10,378円
第59期末 ： 8,517円
(既払分配金60円)
騰 落 率 ： △17.3％
(分配金再投資ベース)

 

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。 

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。 
 

基準価額の主な変動要因 
  新光日本インカム株式マザーファンド（以下、「マザーファンド」といいます。）を主要投資対象とし、
安定した配当等収益の確保と投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。 
 基準価額は、2020年２月以降新型肺炎の影響を受けて大きく下落し、３月半ば以降は回復に転じま
した。 
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投資環境 
 
 国内株式市場は、2020年２月以降、東アジアが中
心であった新型肺炎が世界的な拡散を見せるに連れて
世界規模の景気停滞懸念が高まり大きく下落しました。
３月半ば以降は回復に転じました。 
 
 
 
 
 
 
  
ポートフォリオについて 
 ●当ファンド 
 予想配当利回りが高いと判断される株式ならびに不動産投資信託証券（ＲＥＩＴ）を主要投資対象と
する新光日本インカム株式マザーファンド受益証券に投資しており、マザーファンドの組入比率につい
ては期を通じて高位を維持し、安定した配当等収益の確保と投資信託財産の中長期的な成長を目指して
運用を行いました。 
 
●新光日本インカム株式マザーファンド 
 銘柄の選定にあたっては、予想配当利回り、配当性向、および信用リスク等に基づいたスクリーニン
グ・ガイドラインを用いて候補銘柄を絞り込んだのち、業績動向や株価指標、ならびに流動性などを勘
案して組入銘柄を決定しました。組入銘柄については入れ替えを抑制した投資姿勢を基本とする運用を
行いました。 
 売買については、三菱瓦斯化学の買い付けを行う一方、日産自動車、横浜ゴム、ＮＴＴドコモなどの
売却を行いました。 
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ベンチマークとの差異について 
  運用の目標となるベンチマークを設けておりません。 
 グラフは基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
分配金 
  収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきました。なお、収
益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 
 
■分配原資の内訳（１万口当たり）  

項目 
第58期 第59期

2020年１月29日 
～2020年４月28日 

2020年４月29日
～2020年７月28日

当期分配金（税引前） 30円 30円
  対基準価額比率 0.36％ 0.35％
 当期の収益 30円 21円
 当期の収益以外 －円 8円
翌期繰越分配対象額 3,341円 3,332円
 
 

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨
てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。 

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」
の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五入して
います。 

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控
除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充
当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立
金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。 
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今後の運用方針 
●当ファンド 
 マザーファンドを高位に組み入れた運用を行う方針です。 
 
●新光日本インカム株式マザーファンド 
 予想配当利回りが比較的高いと判断できる銘柄を選別して分散投資を行うことにより、インカムゲイ
ンと中長期的な株価値上がりによるキャピタルゲインの獲得を目指します。今後も配当利回りに着目し、
インカムゲインとキャピタルゲインをあわせたトータルリターンの獲得を目指すというファンドコンセ
プトに則り、①大幅な株価上昇による利回り低下、②保有銘柄の減配・無配への転落、③信用格付け低
下による信用リスクの上昇、等の事態に注意しながら運用を行う方針です。 

ファンドマネージャー 上松 賢治 
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■１万口当たりの費用明細 
 

項目 

第58期～第59期 

項目の概要 (2020年１月29日  
～2020年７月28日) 

金額 比率 
(a) 信託報酬 48円 0.547％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

期中の平均基準価額は8,804円です。 
 （投信会社） （19） （0.219） 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準

価額の算出等の対価 
 （販売会社） （24） （0.274） 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送

付、口座内でのファンドの管理等の対価 
 （受託会社） （ 5） （0.055） 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実

行等の対価 

(b) 売買委託手数料 0  0.002 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料 

 （株式） （ 0） （0.002）
 （先物・オプション） （ 0） （0.000）

(c) その他費用 0  0.001 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
 （監査費用） （ 0） （0.001） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

 合計 48  0.550
 
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応する
ものを含みます。 

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 
◆総経費率 
 当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口
当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.10％です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注３）各比率は、年率換算した値です。 
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2020年１月29日から2020年７月28日まで）  

 
第 58 期 ～ 第 59 期 

設    定 解    約 
口  数 金  額 口  数 金  額 

 千口 千円 千口 千円
新光日本インカム株式マザーファンド 5,654 6,970 143,818 174,110
 
 
 
■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項         目 
第 58 期 ～ 第 59 期 

新光日本インカム株式マザーファンド 
(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 259,366千円 
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,693,676千円 
(ｃ) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.07   

 （注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。 
 
 
■利害関係人との取引状況等（2020年１月29日から2020年７月28日まで） 
【新光日本インカム株式ファンド（３ヵ月決算型）における利害関係人との取引状況等】 
(1) 期中の利害関係人との取引状況 
 期中の利害関係人との取引等はありません。 
 
 
(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率  

項             目 第 58 期 ～ 第 59 期 
売 買 委 託 手 数 料 総 額 (Ａ) 98千円 
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 (Ｂ) 67千円 
 (Ｂ)／(Ａ) 68.0％  
 
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 
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【新光日本インカム株式マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】 
 期中の利害関係人との取引状況  

決   算   期 第  58  期  ～  第  59  期 

区       分 買付額等 
Ａ 

売付額等 
Ｃ うち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人 
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 91 55 59.9 167 42 25.2
株 式 先 物 取 引 313 313 100.0 300 300 100.0

 
平均保有割合 100.0％ 
 （注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期における当ファンドにかかる利害関
係人とは、みずほ証券です。 

 
 
■組入資産の明細 
 親投資信託残高 
 

 
第29作成期末 第 30  作  成  期 末
口     数 口     数 評  価  額

 千口 千口 千円
新 光 日 本 イ ン カ ム 株 式 マ ザ ー フ ァ ン ド 3,147,093 3,008,929 3,508,412
 
 

 
■投資信託財産の構成 2020年７月28日現在 
 

項                  目 
第  30  作  成  期  末 

評   価   額 比     率 
 千円 ％

新 光 日 本 イ ン カ ム 株 式 マ ザ ー フ ァ ン ド 3,508,412 99.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 35,937 1.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 3,544,350 100.0 
 （注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
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■資産、負債、元本および基準価額の状況 
 
 (2020年４月28日)､ (2020年７月28日)現在

項       目 第58期末 第59期末 

(Ａ) 資 産 3,506,261,039円 3,544,350,211円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 33,305,220  35,937,890 

 新光日本インカム株式マザーファンド(評価額)  3,472,955,819  3,508,412,321 

(Ｂ) 負 債 23,028,910  22,262,130 

 未 払 収 益 分 配 金 12,589,678  12,405,358 

 未 払 信 託 報 酬 10,424,268  9,842,640 

 そ の 他 未 払 費 用 14,964  14,132 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ)  3,483,232,129  3,522,088,081 

 元 本 4,196,559,623  4,135,119,584 

 次 期 繰 越 損 益 金 △713,327,494  △613,031,503 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 4,196,559,623口 4,135,119,584口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ)  8,300円 8,517円

 （注）第57期末における元本額は4,274,072,095円、当作成期間
（第58期～第59期）中における追加設定元本額は25,647,935
円、同解約元本額は164,600,446円です。 

■損益の状況 
 〔自 2020年１月29日

至 2020年４月28日〕 〔
自 2020年４月29日
至 2020年７月28日〕 

項       目 第 58 期 第 59 期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 △2,241円 △2,879円

 受 取 利 息 14  24 

 支 払 利 息 △2,255  △2,903 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △847,796,381  111,735,370 

 売 買 益 8,627,550  114,382,059 

 売 買 損 △856,423,931  △2,646,689 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △10,439,232  △9,856,772 

(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △858,237,854  101,875,719 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 406,188,091  △456,595,845 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △248,688,053  △245,906,019 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) （61,633,769） （64,460,289）

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) （△310,321,822） （△310,366,308）

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △700,737,816  △600,626,145 

(Ｈ) 収 益 分 配 金 △12,589,678  △12,405,358 

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △713,327,494  △613,031,503 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △248,688,053  △245,906,019 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) （61,784,880） （64,470,295）

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) （△310,472,933） （△310,376,314）

 分 配 準 備 積 立 金 1,340,319,956  1,313,548,358 

 繰 越 損 益 金 △1,804,959,397  △1,680,673,842 
 （注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注４）分配金の計算過程  

項       目 第 58 期 第 59 期 

(ａ)経費控除後の配当等収益 64,130,493円 8,836,686円

(ｂ)経費控除後の有価証券売買等損益 0  0 

(ｃ)収 益 調 整 金 61,784,880  64,470,295 

(ｄ)分 配 準 備 積 立 金 1,288,779,141  1,317,117,030 

(ｅ)当期分配対象額(a+b+c+d) 1,414,694,514  1,390,424,011 

(ｆ)1万口当たり当期分配対象額 3,371.08  3,362.48 

(ｇ)分 配 金 12,589,678  12,405,358 

(ｈ)1 万 口 当 た り 分 配 金 30  30 
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■分配金のお知らせ 
 

決   算   期 第   58   期 第   59   期 
１万口当たり分配金 30円 30円 

※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。 
 
 
 

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱
いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分
配金の全額が普通分配金となります。 
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払
戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。 
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新光日本インカム株式マザーファンド 
 

運用報告書 
 

第13期（決算日 2020年７月28日） 
 

（計算期間 2019年７月30日～2020年７月28日） 
 

 新光日本インカム株式マザーファンドの第13期の運用状況をご報告申し上げます。 
 
 
当ファンドの仕組みは次の通りです。  
信 託 期 間 原則、無期限です。

運 用 方 針 

予想配当利回りが高いと判断される株式ならびに不動産投資信託受益証券
および不動産投資法人投資証券（以下総称して「不動産投資信託証券」と
いいます。）に分散投資し、安定した配当等収益の確保と投資信託財産の中
長期的な成長を目指して運用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の取引所上場株式（上場予定を含みます。）、不動産投資信託証券を
主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 
株式への投資割合には制限を設けません。不動産投資信託証券への投資
は、上場または上場予定のものに限ります。不動産投資信託証券への投資
割合は、投資信託財産の純資産総額の５％以下とします。 

 
 
 
■最近５期の運用実績  

決  算  期 
基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)

株式組入
比  率

株式先物 
比  率 

投 資 信 託 
受益証券、 
投 資 証 券 
組 入 比 率 

純資産 
総 額  期 中 

騰落率 (参考指数) 期 中 
騰落率 

 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円
９ 期（2016年７ 月28日） 10,512 △15.0 1,307.00 △19.8 94.8 － 2.4 5,642

10期（2017年７ 月28日） 13,221 25.8 1,621.22 24.0 98.1 － － 5,808

11期（2018年７ 月30日） 14,575 10.2 1,768.15 9.1 97.7 － － 5,303

12期（2019年７ 月29日） 13,160 △9.7 1,568.57 △11.3 98.3 0.7 － 4,351

13期（2020年７ 月28日） 11,660 △11.4 1,569.12 0.0 98.5 0.9 － 3,508
 
（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注２）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。 

（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
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■当期中の基準価額と市況の推移  
年  月  日 

基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株式組入 
比  率 

株式先物 
比  率 

投資信託
受益証券、
投資証券
組入比率 騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

（期 首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％
 2019  年  ７  月  29  日  13,160 － 1,568.57 － 98.3 0.7 －

    ７   月   末  13,008 △1.2 1,565.14 △0.2 98.3 0.7 －

    ８   月   末  12,436 △5.5 1,511.86 △3.6 97.3 － －

    ９   月   末  13,326 1.3 1,587.80 1.2 96.4 2.6 －

    10   月   末  14,016 6.5 1,667.01 6.3 97.0 1.8 －

    11   月   末  14,172 7.7 1,699.36 8.3 97.7 1.5 －

    12   月   末  14,295 8.6 1,721.36 9.7 98.2 0.8 －

 2020  年  １   月   末  14,059 6.8 1,684.44 7.4 98.7 0.4 －

    ２   月   末  12,820 △2.6 1,510.87 △3.7 98.9 0.4 －

    ３   月   末  11,216 △14.8 1,403.04 △10.6 96.9 2.0 －

    ４   月   末  11,503 △12.6 1,464.03 △6.7 96.8 2.5 －

    ５   月   末  12,004 △8.8 1,563.67 △0.3 97.2 2.1 －

    ６   月   末  11,738 △10.8 1,558.77 △0.6 97.5 1.3 －

（期 末）    
 2020  年  ７  月  28  日  11,660 △11.4 1,569.12 0.0 98.5 0.9 －
 
（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■当期の運用経過（2019年７月30日から2020年７月28日まで）   
基準価額等の推移 
 

 
基準価額の主な変動要因 
 当ファンドは、予想配当利回りが高いと判断される株式ならびに不動産投資信託証券（ＲＥＩＴ）を
主要投資対象とし、安定した配当等収益の確保と投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行い
ました。 
 基準価額は、米国の金融緩和政策への期待や悪化していた米中関係改善への期待などを背景として上
昇基調にあったものの、2020年２月以降新型肺炎の影響を受けて大きく下落し、３月半ば以降は回復
に転じました。 
 
投資環境 
 国内株式市場は、米国が対中関税第４弾を発表したことなどによる両国の関係悪化が懸念されて下落
して始まりました。その後は、米中関係の改善期待や主要国の金融緩和姿勢が好感され上昇する展開と
なりました。しかし2020年２月以降、東アジアが中心であった新型肺炎が世界的な拡散を見せるに連
れて世界規模の景気停滞懸念が高まり大きく下落しました。３月半ば以降は回復に転じました。 
 
ポートフォリオについて 
 銘柄の選定にあたっては、予想配当利回り、配当性向、および信用リスク等に基づいたスクリーニン
グ・ガイドラインを用いて候補銘柄を絞り込んだのち、業績動向や株価指標、ならびに流動性などを勘
案して組入銘柄を決定しました。組入銘柄については入れ替えを抑制した投資姿勢を基本とする運用を
行いました。 
 売買については、三菱瓦斯化学、ソフトバンク、三菱ケミカルホールディングスの買い付けを行う一
方、東京エレクトロン、ＳＵＭＣＯ、日産自動車などの売却を行いました。 
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今後の運用方針 
 予想配当利回りが比較的高いと判断できる銘柄を選別して分散投資を行うことにより、インカムゲイ
ンと中長期的な株価値上がりによるキャピタルゲインの獲得を目指します。今後も配当利回りに着目し、
インカムゲインとキャピタルゲインをあわせたトータルリターンの獲得を目指すというファンドコンセ
プトに則り、①大幅な株価上昇による利回り低下、②保有銘柄の減配・無配への転落、③信用格付け低
下による信用リスクの上昇、等の事態に注意しながら運用を行う方針です。 

ファンドマネージャー 上松 賢治 
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■１万口当たりの費用明細  
項目 

当期 
項目の概要 

金額 比率 
(a) 売買委託手数料 1円 0.008％ (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料 
 （株式） （1） （0.008）
 （先物・オプション） （0） （0.000）

 合計 1  0.008
期中の平均基準価額は12,793円です。 

 （注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注２）比率欄は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
 
■売買及び取引の状況（2019年７月30日から2020年７月28日まで） 
(1) 株 式 
 

 
買      付 売      付 

株   数 金   額 株   数 金   額 
  千株 千円 千株 千円

国 内 上 場 210 269,130 218  454,588 
  （26） （－）  

 （注１）金額は受渡代金です。 
（注２）（ ）内は株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 
 
(2) 先物取引の種類別取引状況  

種  類  別 
買       建 売       建 

新 規 買 付 額 決  済  額 新 規 売 付 額 決  済  額 
国  百万円 百万円 百万円 百万円
内 株 式 先 物 取 引 509 516 －  － 

 （注）金額は受渡代金です。 
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■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項         目 当         期 
(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 723,718千円 
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,985,299千円 
(ｃ) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.18   

 （注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。 
 
 
■利害関係人との取引状況等（2019年７月30日から2020年７月28日まで） 
(1) 期中の利害関係人との取引状況  

決   算   期 当                   期 

区       分 買付額等 
Ａ 

売付額等 
Ｃ 

 
うち利害関係人
との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人 

との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 269 144 53.8 454 206 45.4

株 式 先 物 取 引 509 509 100.0 516 516 100.0
  
 
(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率  

項             目 当             期 
売 買 委 託 手 数 料 総 額 (Ａ) 345千円 
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 (Ｂ) 212千円 
 (Ｂ)／(Ａ) 61.4％  

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。 
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■組入資産の明細 
(1) 国内株式 
 

銘       柄 
期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額

  千株 千株 千円

 建設業（5.1％）   

 大東建託 5 5 50,550

 積水ハウス 60 60 125,370

 化学（7.1％）   

 三菱瓦斯化学 － 50 85,450

 三菱ケミカルホールディングス － 100 61,750

 ＤＩＣ 40 36 97,740

 ゴム製品（5.7％）   

 横浜ゴム 49 25 37,675

 ブリヂストン 33 30 101,520

 住友ゴム工業 60 60 58,740

 金属製品（－）   

 ＳＵＭＣＯ 50 － －

 機械（4.9％）   

 アマダ 90 90 70,470

 小松製作所 25 25 57,875

 三菱重工業 18 15 39,442

 電気機器（4.2％）   

 セイコーエプソン 50 50 60,950

 キヤノン 40 40 83,080

 東京エレクトロン 9 － －

 輸送用機器（8.2％）   

 日産自動車 110 － －

 トヨタ自動車 19 17 112,812

 本田技研工業 45 45 122,017

 ヤマハ発動機 30 30 49,650

 その他製品（1.1％）   

 リンテック 17 15 38,430

 空運業（1.7％）   

 日本航空 31 31 57,195

 情報・通信業（10.5％）   

 日本電信電話 26 50 127,275

銘       柄 
期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ソフトバンク － 60 85,620

ＮＴＴドコモ 55 50 148,975

卸売業（15.5％）   

伊藤忠商事 85 85 201,662

丸紅 200 200 101,400

三井物産 94 94 154,442

三菱商事 35 35 77,612

銀行業（14.6％）   

ゆうちょ銀行 80 80 65,760

あおぞら銀行 32 32 60,128

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 200 200 82,240

りそなホールディングス 280 280 104,552

三井住友トラスト・ホールディングス 30 30 87,555

三井住友フィナンシャルグループ 39 35 104,772

証券、商品先物取引業（7.4％）   

ＳＢＩホールディングス 70 70 156,030

大和証券グループ本社 210 210 100,737

保険業（7.7％）   

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス 40 40 112,940

東京海上ホールディングス 33 33 154,407

その他金融業（2.8％）   

オリックス 80 80 97,640

不動産業（3.6％）   

野村不動産ホールディングス 65 65 122,850

 
合  計

 
株 数 ・ 金 額

千株 
2,435 

千株 
2,453 

千円
3,457,315

銘 柄 数 < 比率 > 37 銘柄 37 銘柄 <98.5％>
 （注１）銘柄欄の（ ）内は、期末の国内株式評価額に対する各業種

の比率です｡  
（注２）合計欄の< >内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率

です｡  
（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。 
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(2) 先物取引の銘柄別期末残高 
 

銘       柄       別 当          期          末
買    建    額 売    建    額

国
内

 百万円 百万円
Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 31 －

 
 
 
■投資信託財産の構成 2020年７月28日現在 
 

項                  目 当       期       末 
評   価   額 比     率

千円 ％
株         式 3,457,315 98.5
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 51,684 1.5
投 資 信 託 財 産 総 額 3,509,000 100.0
 （注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
 
 
■資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2020年７月28日)現在 
 

項           目 当  期  末
(Ａ) 資 産 3,509,000,492円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 38,223,992 

 株 式(評価額)  3,457,315,500 

 未 収 配 当 金 12,091,000 

 差 入 委 託 証 拠 金 1,370,000 

(Ｂ) 負 債 450,660 

 未 払 金 450,660 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ)  3,508,549,832 

 元 本 3,008,929,950 

 次 期 繰 越 損 益 金 499,619,882 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 3,008,929,950口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ)  11,660円
 
（注１）期首元本額 3,306,304,425円
    追加設定元本額 12,176,554円
    一部解約元本額 309,551,029円
（注２）期末における元本の内訳 

新光日本インカム株式ファンド（３ヵ月決算型） 3,008,929,950円
期末元本合計 3,008,929,950円

■損益の状況 
 

当期 自2019年７月30日 至2020年７月28日  
項           目 当    期

(Ａ) 配 当 等 収 益 168,696,374円
受 取 配 当 金 168,556,000
そ の 他 収 益 金 170,100
支 払 利 息 △29,726

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △633,707,891
売 買 益 84,456,377
売 買 損 △718,164,268

(Ｃ) 先 物 取 引 等 損 益 7,725,274
取 引 益 21,319,822
取 引 損 △13,594,548

(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △457,286,243
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 1,044,711,650
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 △91,638,971
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 3,833,446
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 499,619,882

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ)  499,619,882
 （注１）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等損益は期末の評価

換えによるものを含みます。 
（注２）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。 
（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 


